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会議の顛末

本会議（９月９日）

議長（川上守）

ただいまの出席人数は９人です。

定足数に達しておりますので、令和元年第

４回若桜町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

会議録署名議員の指名を行います。

今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２５条の規定により、議長において９番

前住孝行議員、１番 梶原明議員を指名します。

日程第２

会期の決定について、を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日から９月２０日ま

での１２日間としたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から９月２０日ま

での１２日間に決定しました。

日程第

諸般の報告をします。

会議関係諸般の報告は、印刷してお手元に

配布のとおりです。

朗読は省略します。

次に、議員派遣報告を行います。

若桜町議会６月定例会において議決し、派

遣を決定いたしました議員派遣について、報

告書が提出されています。

議会報告第２４号 全国森林環境税創出促

進議員連盟第２６回定期総会、議会報告第２

５号 鳥取県町村議会広報研修会については、

印刷してお手元に配布のとおりです。

朗読は省略します。

次に、常任委員会に付託した陳情について

報告します。

本日までに受理した請願等は、お手元に配

布の請願等文書表のとおりです。

会議規則第９２条第１項の規定により、そ

れぞれの所管の常任委員会に審査を付託しま

したので報告します。

日程第４

行政報告を議題とします。

町長からの報告事項は、報告第６号 平成３

０年度若桜町財政健全化判断規律等の報告に

ついて、でお手元に配布のとおりです。

朗読は省略します。

日程第５

議案第５４号 平成３０年度若桜町一般会

計歳入歳出決算の認定について、議案第５５

号 平成３０年度若桜町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、議案第

５６号 平成３０年度若桜町介護保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、議案第

５７号 平成３０年度若桜町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定について、議案

第５８号 平成３０年度若桜町簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定について、議案

第５９号 平成３０年度若桜町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、議

案第６０号 平成３０年度若桜町農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

議案第６１号 平成３０年度若桜町赤松団地

造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、議案第６２号 平成３０年度若桜町財産区

造林事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、議案第６３号 平成３０年度若桜町索道事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、議

案第６４号 平成３０年度若桜町住宅新築資

金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）



お盆前までの猛暑も９月に入って若干和ら

いでまいりました。昨年の９月議会の時には、

７月豪雨の対策で、まだ落ち着きを取り戻せ

ない状況でございましたが、本年度は８月末

に九州北部豪雨で死者が出るなど、依然とし

て日本各地で異常気象が続いております。

犠牲になられた方にはお悔やみを申し上げ

ますとともに、早い復興をお祈りしたいと思

っております。我々も他人事ではなく、いつ

そのような状況になるかわからないことを肝

に銘じて、防災に力を入れていかなければな

らないと思うところでございます。

さて、本日ここに令和元年第４回若桜町議

会定例会を招集しましたところ、議員の皆様

にはご出席を賜り、令和元年度一般会計補正

予算及び諸議案等のご審議をいただきますこ

とに対し、感謝を申し上げる次第でございま

す。

まず、世界に目を向けてみますと、米中貿

易戦争やアメリカとイランの対立、日韓関係

の悪化、北朝鮮の飛翔体の発射、さらには香

港の逃亡犯条例の改正案に抗議する若者のデ

モなど、さまざまな所で不穏な空気が流れて

おります。

本町も少なからず影響がある日韓関係の悪

化では、日本各地で交流事業の中止などが毎

日のように報道されているところでございま

す。私も９月３日に、鳥取県の平井知事と鳥

取県日韓親善協会連合会の藤井会長と、道内

の郡と交流している自治体の代表として、智

頭町の寺谷町長と一緒に江原道を訪問し、江

原道の崔文洵（チェ・ムンスン）知事と面談

させていただきました。

今回の訪問で受けた印象では、確かに日韓

両政府の関係はかなり悪化しているものの、

韓国国民レベルでは、全くと言っていいほど

関係悪化を感じさせるものではなく、江原道

知事には、引き続き、平昌郡との交流の支援

と両国の関係改善の一助となっていただきた

い旨の要望をさせていただきました。

史上最悪と言われる今の状況を変えられる

のは、県や市町村などの自治体や民間などの

草の根交流を推進していくことではないかと

強く感じた次第でございます。

また、国政においては、いよいよ１０月か

ら消費税の増税が実施されます。各自治体に

おいても、消費税増税対策としてプレミアム

付商品券の発売などが行われることになって

おります。

本町への一番の影響は、保育園の保育料の

無償化であり、わかさこども園は、平成２６

年度より無償化を実施し、全国に注目される

とともに、優位性を保ってきたわけですが、

増税額を原資として全国の保育園の保育料が

無償化されることに伴い、その優位性が崩れ

ることにもなりかねない状況でございます。

引き続き、子育てしやすい若桜町として、新

たな支援策を打ち出していく必要があると考

えているところでございます。

また、本町関係では、８月２８日に町全域

が星空保全地域に指定され、その認定証を平

井知事より受け取りました。県内では、鳥取

市、日南町に続き３番目で、町全域が指定さ

れたのは日南町に続き２番目ということでご

ざいます。あわせて、若桜学園の６年生も、

県教育委員会が実施した、平成３０年度の「星

取県魅力発信映像コンテスト」で優秀賞を受

賞したことが縁で、「星空応援キッズ」として

認定され、子供たちが星空保全宣言をいたし

ました。

この指定を受け、若桜町の美しく自然豊か

な環境を守っていくとともに、星空を活かし

たイベントなどがやりやすくなりますので、

教育分野や氷ノ山での観察会など、地域や集

落、団体等の活動を後押ししていきたいと考

えているところでございます。

さらに、９月の５日には、第１町民体育館

において老人スポーツ大会が、また９月の７

日には、若桜学園運動会が開催され、高齢者

や小中学生の皆さんが元気な姿を見せてくれ



ました。競技に集中して全力で望む姿や一生

懸命応援する姿など、町民の皆さんが健康で

あればこそ、楽しみながらできることでもご

ざいます。

引き続き、町民の皆さんが健康で楽しく生

活できるよう安全安心な町づくりに努めてま

いりたいと思った次第でございます。

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由を御説明いたします。

議案第５４号 平成３０年度若桜町一般会

計歳入歳出決算の認定について、でございま

すが、この決算は歳入総額３７億４,７７１万

８,１７８円、歳出総額３５億１,２５６万２

２５円で、歳入歳出差引額２億３,５１５万７,

９５３円となり、翌年度に繰り越すべき財源

を差し引いた実質収支額は１億５,７３２万

８６３円となりました。

主な施策の成果について、各費目別にその

概要を申し上げます。

議会費では、一般質問の録画をホームペー

ジで公開されるなど、議会の透明化が図られ

たところでございます。総務費では、移住定

住促進事業で、積極的に相談会へ参加するな

どの取組を行い、昨年度は１７世帯２６名の

方が移住して参られました。

国際交流事業では、昨年度は吉川ＹＹＣの

皆さんが、平昌郡で開催されました「平昌そ

ば祭り」に参加をして、日本式のそばをふる

まうなど、平昌郡民の皆様との交流を行いま

した。地方創生事業では、八頭町と連携して、

鉄道車両デザイナーとして有名な水戸岡鋭治

氏が手がけた列車、「昭和」に続いて「八頭号」

の運行を開始し、地元の方をはじめ、多くの

観光客の方に喜ばれております。

今年度は「若桜号」が３月に運行を予定し

ておりますし、八東駅の行き違いも完成しま

すので、観光列車としての魅力や公共交通と

しての利便性がアップするものと期待してい

るところでございます。そのほか、元気だで

村づくり交付金や集落公民館等施設整備事業

の執行などを行なっております。

次に、民生費では、高齢者福祉事業、障が

い者福祉事業をはじめ、地域で安心して暮ら

せるための体制づくりを行っております。

また、わかさこども園では、調理室の増築

工事と３歳未満児室の改修、病後児保育室の

新設工事を行い、保育環境の充実を行ってま

いりました。保育料無償化の継続や子育て支

援センターの運営など、今後も引き続き、子

育て支援の充実を図ってまいりたいと思って

おります。

衛生費では、健康増進や維持のための体力

づくり事業、インフルエンザ予防や肺炎予防

などの予防接種事業、また、妊婦検診や乳幼

児検診などの母子検診事業、肝臓がん検診を

はじめとする各種がん検診や健康相談などを

実施し、生活習慣病の予防にも取り組んでお

ります。

このほか、家庭用ごみ処理機の購入助成や

家庭ごみの分別手引きの全戸配布など、ごみ

の減量化や資源リサイクル化の推進を行って

おります。

農林水産業費では、中山間地域等直接支払

制度や耕作放棄地再生事業を行い、農地の保

全に努めてまいりましたし、がんばる地域プ

ラン事業で、エゴマの栽培機械の導入や健康

食品であるエゴマの講演会を開催するなど、

農業の振興を図ってまいりました。

有害鳥獣対策では、猟友会と連携してシカ

やイノシシの捕獲に努めるとともに、わかさ

２９工房の運営を猪鹿庵（ジビエアン）に指

定管理事業者として委託し、有害鳥獣の利活

用の推進やジビエの魅力発信に向けた取り組

みを行いました。

林業では、林業団地の育成をはじめ、森林

の有する公益的機能が十分に発揮されるよう、

民有林・町有林の保有事業の推進と林道・作

業道の開設を推進し、素材生産の増加を図っ

てまいりました。

また、林業成長産業化地域として国から指



定された千代川流域の「林業成長産業化構想」

の実現に向けた取り組みについても支援して

まいりたいと思っているところでございます。

商工費では、若桜町商工会が主体的に実施

する若桜のお土産品、特産品開発支援事業に

対して助成を行い、新たなお土産品を開発、

販売することができました。

また、創業・開業促進事業等を行なうとと

もに、住宅改修事業、プレミアム付商品券発

行事業を通じて、町内の商工業者の振興と住

民の地域内消費を推進いたしました。

観光部門では、恵まれた観光資源を活かし、

交流人口や観光客の増加による賑わい創出を

図るため、台湾への観光プロモーションをは

じめとした観光ＰＲを行ったり、各種イベン

トの開催、若桜氷ノ山自然ふれあいの里活性

化協議会を中心にして、年間を通して氷ノ山

集客促進に取り組みました。

また、昨年は、「氷ノ山インフォメーション

センター」をオープンいたしましたが、多く

の皆様にご利用いただき、好評を得ていると

ころでございます。

土木費では、安全な交通基盤を確保するた

め、町道の補修や栃原小学校線外改良工事の

測量設計業務、浦町線の消雪施設改修工事な

どを行いました。

また、昨年の６月に「わかさ氷ノ山トンネ

ル」が貫通いたしました。今年のスキー場開

きまでには供用を開始すると伺っており、氷

ノ山リゾート発展へ弾みがつくものと期待し

ております。

消防費では、防災対策の強化を図るため、

職員参集システムの導入や、災害用備蓄品の

充実に向けて整備を行いました。また、消防

団、自警団への活動支援をはじめ、消防防災

専門員を配置して各集落に出向き、防災への

危機管理の醸成に努めるなど、安心・安全の

暮らしを守る地域防災力の強化、災害に強い

まちづくりのための環境整備などを行いまし

た。

教育費では、学校教育の充実を図るため、

平成２９年度に引き続き、各教室にエアコン

を設置して学習環境の改善を図ってまいりま

した。また、子育て家庭への支援として、入

学祝い金や進級祝い金の贈呈、通学費助成、

学園給食費の助成などを行い、保護者の負担

軽減を行っております。

社会教育では、学校、家庭、地域が連携を

して児童・生徒の健全育成を図るため、ＰＴ

Ａ活動や青少年育成若桜町民会議へ活動支援

と、放課後児童クラブを開設して児童・生徒

の健全育成を図っております。

また、公民館活動では、生きがいづくりや

学習機会を提供していくために、文化サーク

ルや若桜氷ノ山寿大学への支援、ナティキッ

ズクラブなどの生涯学習講座の実施を行って

おります。

人権同和教育では、小地域学習会や人権問

題公開講座を開催し、人権意識の高揚を図っ

てまいりました。

文化財保護では、若桜宿内に残る歴史的な

町並み保存をするため、伝統的建造物群保存

地区の選定に向けて、保存地区の範囲や保存

計画案の検討や住民への周知等を行いました。

また、「続編 若桜町誌」の編纂を進めるた

め、編纂室に２名配置し、資料収集や原稿の

執筆を行っております。

保健体育費では、スポーツの振興を通して、

健康で明るいまちづくりを推進するため、各

種スポーツ団体への支援、温水プールを活用

した健康増進、体力づくりなどに努めてまい

りました。

以上、平成３０年度に執行した施策の概要

を申し上げましたが、歳入では、国庫支出金

や県支出金などが減額となりましたが、町債

の増加により対前年５,４９０万円余りの増、

歳出では、物件費や扶助費などは減少したも

のの、投資的経費や特別会計への繰出金、公

債費が増加したことから、対前年６,６９０万

円余りの増となっております。



平成３０年度の普通会計の健全化を示す、

財政指標の経営収支比率は 86.6％で、前年度

に比べて 1.7％増えております。これは、前

年度と比較して、物件費、維持修繕費、公債

費の増加が主な要因ではないかと分析してお

るところでございます。

なお、18％以上で適正化計画を策定するこ

とになっております実質公債費比率は、３年

間の平均値で 6.7％となり、前年対比で 0.4％

増加しているところでございます。

次に、議案第５５号 平成３０年度若桜町国

民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、でございますが、この決算は、歳

入総額４億６,６９５万８,７９１円、歳出総

額４億３,４２８万３,００８円で、歳入歳出

差引額３,２６７万５,７８３円となっており

ます。

制度改正により、財政運営の主体が県とな

ったことに伴い、歳入・歳出ともに、前年度

対比で大幅な減額となっております。なお、

保険税につきましては、被保険者数の減少に

伴い、対前年５７５万円余りの減少となって

おりますが、現年度分の収納率は 98.47％と

1.13 ポイント減少しておるところでござい

ます。

続きまして、議案第５６号 平成３０年度若

桜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、でございますが、この決算は、

歳入総額６億４,８２９万２,４９９円、歳出

総額６億３,３０３万４,７６７円で、歳入歳

出差引額１,５２５万７,７３２円となってお

ります。

歳入は、対前年５,７１４万円余りの増加と

なりましたが、これは、介護給付費等の増加

に伴い、国支出金、支払い基金交付金及び町

それぞれの負担額の増加が主な要因となって

おります。なお、保険料につきましては、保

険料率の改定に伴い、対前年１,２５７万円余

りの増加となっておりますが、現年度分の収

納率は99.94％で 0.04ポイント減少しており

ます。

また、歳出につきましては、対前年６,７０

７万円余りの増となりましたが、これは、介

護サービス等諸費と平成２９年度実績に伴う

返還金の増加が主な要因となっております。

次に、議案第５７号 平成３０年度若桜町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、でございますが、この決算は、歳入

総額５,５６９万８,５６３円、歳出総額５,

５６９万１,８６３円で、歳入歳出差引額６,

７００円となっております。

この会計は、保険料を鳥取県後期高齢者医

療広域連合へ納付する会計でございます。歳

入においては、保険料と一般会計繰入金が主

な財源であり、このほかに繰越金、諸収入で

構成しており、歳出において、総務費広域連

合納付金、緒支出金を支出しております。

次に、議案第５８号 平成３０年度若桜町簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、でございますが、この決算は、歳入歳

出ともに２億５９９万１９８円となっており

ます。

主な事業は、渕見ほか３地区の簡易水道の

統合に伴う配水管の敷設工事、水道施設修繕、

漏水調査などで、安全で安定した飲料水の供

給に努めております。

次に、議案第５９号 平成３０年度若桜町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、でございますが、この決算は、歳入

歳出ともに２億２,３５３万８,４１３円とな

っております。事業の概要といたしましては、

若桜及び米浄化センターの維持管理のほか、

ストックマネジメント計画の作成、若桜浄化

センターの長寿命化のための設備改修工費、

マンホール蓋改修工事などを行っております。

次に、議案第６０号 平成３０年度若桜町農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、でございますが、この決算は、歳

入歳出ともに６,３１９万５５８円となって

おります。事業の概要といたしましては、吉



川及び池田中央地区浄化センターの維持管理

と地方債の償還金となっております。

次に、議案第６１号 平成３０年度若桜町赤

松団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、でございますが、この決算は、歳

入歳出ともに４８万８,１９８円となってお

ります。事業の概要といたしましては、団地

の維持管理と起債償還金でございます。

次に、議案第６２号 平成３０年度若桜町財

産区造林事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、でございますが、この決算は、歳入

歳出ともに１０８万２,１２０円となってお

ります。事業の概要といたしましては、森林

農地整備センター鳥取水源林整備事業所との

分収造林契約により、森林施業を行うもので

あり、岩屋堂財産区の森林整備を実施いたし

ました。

次に、議案第６３号 平成３０年度若桜町索

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

でございますが、この決算は、歳入総額３,

３９０万５,５３９円、歳出総額２,８２５万

１,５９３円で、歳入歳出差引額５６５万３,

９４６円となっております。事業の概要とい

たしましては、スキー場の管理運営を円滑に

行うため、リフトの改修工事及びラッセル車

の修繕などを行っております。

次に、議案第６４号 平成３０年度若桜町住

宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、でございますが、この決算

は、歳入歳出ともに８８万６,３３４円となっ

ております。この会計では、歳入で滞納とな

っている貸付金のうち７８万６,０００円余

りを回収しております。なお、貸付金の滞納

額が８,７６０万円余りあることから、滞納者

本人をはじめ、連帯保証人に対しても督促を

行い、引き続き貸付金の回収に取り組んでま

いりたいと思っております。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

本案の審議に先立ち、監査委員の審査意見

報告を求めます。代表監査委員藤原重明さん。

代表監査委員（藤原重明）

失礼します。平成３０年度若桜町歳入歳出

決算・基金運用状況について、山本監査委員

と行った審査意見を報告します。

1、審査の対象 （１）歳入歳出決算。ア 一

般会計 平成３０年度若桜町一般会計歳入歳

出決算。イ 特別会計 ①平成３０年度若桜町

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算、ほ

か②～⑨番まで特別会計の歳入歳出決算です。

（２）上記決算に関する証書類、歳入歳出決

算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

財産に関する調書。

（３）基金運用状況、若桜町土地開発基金

２、審査の方法、決算審査にあたっては、

町長から提出された歳入歳出決算書、事項別

明細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書について、主に次の項目を視点とし

て、関係証書類等により照合精査するととも

に、関係当局の説明を聴取し、あわせて例月

出納検査、定期監査等の結果を勘案して慎重

に審査した。

（１）計数は正確か。（２）予算の執行が地

方自治法第２条第１４項及び同条第１５項の

規定に則った効率的な処理と合理的な運営が

なされているか。（３）会計経理事務は関係法

規に準拠し、適正に処理されているか。（４）

財産の取得、管理及び処分は適正に行われて

いるか。（５）地方自治法第２４１条第５項の

規定に基づく基金の運用状況は適正か。なお、

各会計の決算概要は別紙のとおりです。

３、審査の期間。令和元年８月２０日から

２７日までの６日間。

４、審査の結果の報告。各会計歳入歳出決

算書、事項別明細書及び実質収支に関する調

書の計数と歳入歳出整理簿等関係諸帳簿、証

書類を照合した結果、全ての重要な点におい



て適正に表示されているものと認めた。

また、会計における残高は、預け入れ金融

機関の貯金残高等と符合しており、適正であ

ると認めた。なお、土地開発基金については

運用なし。

５、指摘事項。例月出納検査、定期監査等

も踏まえ指摘事項はなし。

６、留意検討を要する事項。事務事業の執

行にあたり留意、検討を要する事項は次のと

おりである。

（１）財政運営の指標。財政関係指標等の

数値は次のとおりである。経営収支比率は

86.6％となり、前年度の 84.9％から 1.7 ポ

イント上昇し、物件費及び維持補修費並び

に公債費の増加が主な要因となっている。

この率は、ここ３年連続で上昇しており、

指標を意識した施策を行い、指針となる

70％程度に向けた改善努力を望む。

（２）資産台帳。公会計導入による財務４

表等の公表もあり、各財産の管理や資本関

係に基づく外部関係団体との連結決算も視

野に、今まで以上に適時適切に管理するこ

とが求められている。上記の事務に適合し

た財務会計規則の見直しを同時に行われた

い。

（３）公会計導入により、他町村、地域内

平均、類似団体との比較及び将来世代への

負担等が分析できることとなった。庁内は

もとより、町民に公表するとともに、内容

を深堀りし、議会や職員、町民等の議論に

活用し、町行政へ反映されたい。

（４）各種税と使用料等。① 町税ほか各種

保険料の現年度分の収納率は全て 99.5％

以上で、滞納繰越分も含めても 96.1％とな

っている。対前年で 1.4％下降したが、県

内トップクラスを維持しており、評価でき

る。今後とも収納率の向上に努力されたい。

② 債権管理について。（ア）収入未済額に

ついては、回収努力、時効中断、不納欠損

も含めて法に基づいた適正、効率的な滞納

整理事務を行われたい。（イ）不納欠損につ

いては、町税及び各種保険料において、２

８万５千円実施、公共下水道事業の使用料

において８万８千円実施された。時効到来、

執行停止等の法令・規則に基づいた手続き

を経ていると認められるが、納税者の状況、

時効の有無など厳重に対処するなど債権管

理を適切に行い、収入未済額の減少に努め

られたい。（ウ）町営住宅使用料についても、

収入未済額は１,４１２万３千円となって

いる。消滅時効期間は５年であるが、滞納

率、額ともに高い状況である。慎重かつ厳

正に対処され、適切な債権管理を行われた

い。特に、入居者の生活実態や滞納者との

交渉過程を時系列的に記録、保存し、不納

欠損を行う際の検証可能な資料として整備

されたい。（エ）雑入に計上された１,６０

２万１千円については、支払い契約が成立

し、平成３０年度に４１０万５千円を回収

したものである。今後とも当該債務者の状

況を定期的に把握しながら回収を継続され

たい。

（５）地籍調査の推進。当町の地籍調査は、

平成２９年度末現在で調査対象面積１４４.

８２㎢のうち４．７２㎢が調査済みとなっ

ている。進捗率は 3.3％にとどまり、県内

市町村の最下位である。このペースで進む

と残り 96.7％を実施するには１００年単

位の年月が必要と思われる。早急に事業の

再構築を行い、年度目標を定めて確実に実

施を推進されたい。

（６）特産品開発支援事業補助金、雑穀エ

ゴマの補助金はその要綱で、「一般流通で取

り引きされる販売取引額の１０分の３の補

助率で限度額３０万円以内で交付すること

となっている。エゴマ油は昨今、各地で販

売されているが、複数の流通価格による調

査、確認することなく交付決定をされてい

るので、要綱に沿った厳正な運用とされた

い。



（７）迎賓館管理運営事業。年間利用者数

は３００人程度であり、町民の施設として

広く活用できているとは言い難く、開館以

来、改修、維持管理費など多額の費用を投

じている。平成３１年度は更に維持費管理

費が発生していることもあり、有効活用方

法を検討するとともに、継続の見直しを含

めた今後の運営方針を検討されたい。

（８）ホームページの活用。

①制度変更による速やかな画面の変更・

削除について。公式ホームページは、いわ

ゆる若桜町の玄関である。制度変更による

画面の変更、削除は速やかに行われたい。

②若桜町の観光資源、特産品のＰＲについ

て。町として六次産業化として取り組んで

いる、エゴマ油と若桜米について、その商

品の効用や食味などを消費者にＰＲし、販

売促進につなげられたい。

（９）防災対策について。当町では昨年記

録的な大雨による災害を被ったが、全国各

地で地震をはじめとする経験したことのな

い災害の発生が予測される。大災害が発生

した場合、行政機能を維持するための業務

継続計画（ＢＣＰ）を策定し、被災から早

期に立て直し、住民の安全や財産の保全に

期するよう努められたい。

７、まとめ。

平成３０年度一般会計の決算額は、歳入３

７億４,７７１万円、歳出３５億１,２５６万

円、差引残額２億３,５１５万円で、繰越財源

を考慮した実質収支が１億５,７３２万円の

黒字決算となっている。

また、特別会計１０会計の実質収支額では、

国民健康保険事業は３,２６７万円の黒字決

算、介護保険事業が１,５２５万円の黒字決算、

後期高齢者医療は約７千円の黒字決算、索道

事業が５６５万円の黒字決算、その他の６事

業は０円となっている。これは、財産区造林

事業、索道事業、住宅新築資金等貸付事業を

除く７会計が、一般会計から繰入れを受けた

結果である。

財政運営の実質公債比率は 6.7％であリ、

0.4％上昇している。元利償還金の額が増加し、

普通交付税額が減少したことによる。人口減

少が進むことにより、基準財政規模に基づく

交付税も減少することが予想され、大型事業

が増加すると一気に上昇する恐れがある。

一方、老朽化しているインフラの更新は必

要に迫られており、基金の裏付けがあるにし

ても、財政的には決して余裕があるとは言え

ない。

また、将来負担比率、比を入れていただけ

ませんでしょうか、比率がマイナス 3.8％か

らプラス 0.2％と 4％上昇した。これは、地方

債現在高の増加によるものである。地方債が

１億２千万円増加すれば、将来負担比率が

１％上昇すると試算されており、これも注意

を要する。

比率的には早期健全化基準には全く問題な

いものの、事業を考える場合には、公債の発

行と基金の取り崩しなどについてバランスを

取っていくことも必要と思われる。

限られた財源の中で合理的かつ効果的な行

政運営が行われるよう期待している。以上で

ございます。

議長（川上守）

ただいまの審査意見報告に対する質疑に入

ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

審査意見報告に対する質疑を終結します。

続いて、先ほど町長から提案理由の説明が

ありました議案第５４号から第６４号までの

議案に対して、質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

お諮りします。



議案第５４号から議案第６４までの議案に

ついては、議員全員をもって構成する決算審

査特別委員会を設置し、これに付託の上、会

期中に審査することにしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、本案は、議員全員をもって構

成する決算審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、会期中に審査することに決定しま

した。

委員会条例第５条第１項の規定により、本

会議終了後、決算審査特別委員会を全員協議

室に招集いたします。

議事の都合により暫時休憩いたします。

   午後 ２時１０分  休 憩

  （代表監査委員 藤原重明さん退場）

   午後 ２時１２分  再 開

議長（川上守）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

日程第６

議案第６５号 令和元年度若桜町一般会計

補正予算（第２号）を議題とします。

議案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第６５号 令和元年度若桜町一般会計

補正予算についてでございますが、既定の歳

入歳出予算の総額に、それぞれ５,６３０万３

千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３９億

９,７６７万１千円とするものでございます。

また、第２条の債務負担行為の補正は、第

２表「債務負担行為補正」、第３条の地方債の

変更は、第３表「地方債補正」のとおりでご

ざいます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。地方交付税では、額の確定に伴うも

ので、８１４万８千円を追加いたしました。

分担金及び負担金では、農業用施設災害復

旧事業負担金を２２万９千円追加するなど、

その他の補正と合わせまして総額２８万９千

円を追加いたしました。国庫支出金では、子

ども・子育て支援事業費補助金を２３１万円

減額するなど、その他の補正と合わせまして

総額２１５万円を減額いたしました。

県支出金では、地域交通体系再編支援補助

金に２００万円、鳥取県震災に強いまちづく

り促進事業補助金を４２７万２千円追加する

など、その他の補正と合わせまして総額１,

００１万７千円を追加いたしました。

財産収入では、物品売払代金として３０万

円追加いたしました。繰入金では、簡易水道

事業特別会計からの繰入金として３６万円を

追加いたしました。繰越金では、前年度繰越

金として４,２１７万４千円を追加いたしま

した。

諸収入では、雑入として町有自動車共済金、

総合賠償補償保険金など合わせまして総額５

万４千円追加いたしました。町債では、農業

機械購入、災害復旧事業への充当など５２０

万円を増額しましたが、臨時財政対策債を発

行可能額の確定により８０８万９千円減額し

たため、総額２８８万９千円を減額いたしま

した。

次に、歳出な主なものについてご説明いた

します。職員の人件費の補正を各費目にわた

り行っており総額４５４万５千円を追加いた

しました。総務費では、企画費の移住定住促

進事業に１１４万１千円を追加するなど、そ

の他の補正と合わせまして総額８１１万７千

円を追加いたしました。

民生費では、障がい者福祉費支援費事業返

還金に１,１４５万４千円、生活保護総務費の

返還金に８２１万６千円をそれぞれ追加する

など、その他の補正と合わせまして総額２,

６２６万３千円を追加いたしました。



なお、このたびの返還金につきましては前

年度の実績に伴うものでございます。

衛生費では、健康増進事業に１５万円、簡

易水道会計への繰出金に２５２万４千円を追

加するなど、その他の補正と合わせまして総

額２８３万７千円を追加いたしました。

農林水産業費では、がんばる地域プラン事

業に３４８万２千円を追加するなど、その他

の補正と合わせまして総額４７０万６千円を

追加いたしました。

商工費では、観光事業費補助金に２１２万

円、ジビエ振興事業に６４万円、氷ノ山集客

促進事業に５６万円を追加するなど、その他

の補正と合わせまして総額３７４万８千円を

追加いたしました。

土木費では、河川公園管理事業に１２１万

３千円を追加し、公共下水道事業の繰出金を

３７０万円減額するなど、その他の補正と合

わせまして総額１８８万４千円を減額いたし

ました。消防費では、災害対策事業補助金に

５６９万６千円を追加いたしました。

教育費では、通学対策事業に４０７万８千

円、給食センターの修繕に９７万９千円を追

加するなど、その他の補正と合わせまして総

額１５９万５千円を追加いたしました。

災害復旧費では、農業用施設災害復旧事業

に５２２万５千円を追加いたしました。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第７

議案第６６号 令和元年度若桜町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第２号）、議案第

６７号 令和元年度若桜町介護保険事業特別

会計補正予算（第２号）、議案第６８号 令和

元年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）、議案第６９号 令和元年度若桜町

公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして提案理由をご説明いたします。

議案第６６号 令和元年度若桜町国民健康

保険事業特別会計補正予算についてでござい

ますが、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞ

れ１,２５５万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を４億３,０１６万５千円とするものでご

ざいます。歳入につきましては、前年度繰越

金を３,２６７万４千円追加し、財政調整基金

繰入金を２,０１２万４千円減額いたしまし

た。また、歳出につきましては、国民健康保

険財政調整基金を１,１９９万２千円、予備費

を５５万８千円それぞれ追加いたしました。

続きまして、議案第６７号 令和元年度若桜

町介護保険事業特別会計補正予算についてで

ございますが、既定の歳入歳出予算の総額に

それぞれ１,５３６万２千円追加し、歳入歳出

予算の総額を７億２,４６０万２千円とする

ものでございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。国庫支出金では、事業費補助金を３

１万円追加いたしました。支払基金交付金で

は、介護給付金交付金の過年度分を２５万７

千円追加いたしました。繰入金では、一般会

計からの繰入金２７万７千円を減額いたしま

した。繰越金では、前年度繰越金として１,

５０７万２千円を追加いたしました。

次に、歳出の主なものについてご説明いた

します。総務費では、一般管理費に３万３千

円を追加いたしまた。介護給付費準備基金積

立金では５９９万３千円を追加いたしました。

地域支援事業費では、委託料から補助金へ予

算の組み替えを行いました。諸支出金では、



平成３０年度の実績に伴う返還金として９０

４万９千円を追加いたしました。なお、歳入

歳出の総額を調整し、予備費を２８万７千円

追加いたしました。

続きまして、議案第６８号 令和元年度若桜

町簡易水道事業特別会計補正予算についてで

ございますが、既定の歳入歳出予算の総額に

それぞれ２５２万４千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を１億７,４２６万７千円とする

ものでございます。歳入につきましては、一

般管理費と維持修繕費分として、一般会計か

らの繰入金２５２万４千円を追加いたしまし

た。

次に、歳出の主なものについてご説明いた

します。総務費では、一般管理費の繰出金と

して３６万円を追加いたしました。簡易水道

施設費では、施設の修繕工事経費として２１

６万４千円を追加いたしました。

続きまして、議案第６９号 令和元年度若桜

町公共下水道事業特別会計補正予算について

でございますが、これは特定財源を一般会計

繰入金から町債へ財源更生を行うものでござ

います。なお、第３条の地方債の変更は、第

２表「地方債補正」のとおりでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第８

議案第７０号 若桜町伝統的建造物群保存

地区保存条例の一部改正について、議案第７

１号 若桜町索道事業の設置等に関する条例

の一部改正について、を一括して議題としま

す。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それではただいま議題となりました議案に

つきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第７０号 若桜町伝統的建造物群保存

地区保存条例の一部改正について、でござい

ますが、これは、改正文化財保護法の施行に

伴い条例の一部を改正するものでございます。

続きまして、議案第７１号 若桜町索道事業

の設置等に関する条例の一部改正について、

でございますが、これは、リフト料金の改正

及び券種を追加するため、条例の一部を改正

するものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第９

議案第７２号 工事契約の締結について、を

議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第７２号 工事請負契約の締結につい

て、でございますが、これは、災害復旧工事

の工事請負契約を締結することについて、地

方自治法第９６条第１項及び議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例第２条の規定により、次のとおり本議会

の議決をお願いするものでございます。

内容につきましては、記１、工事名、高原

の宿氷太くん法面災害復旧工事。２、工事場

所、八頭郡若桜町大字𣇃米。３、契約の相手

方、八頭郡若桜町大字若桜１１１１番地５、

中一建設株式会社 代表取締役 中尾 仁。



４、契約金額、１億２,９５８万円。５、契

約の方法、指名競争入札。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１０

議案第７３号 損害賠償の額を定めること

について、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして提案理由のご説明をいたします。

議案第７３号 損害賠償の額を定めること

について、でございますが、これは、令和元

年８月６日、あかまつ団地のお試し住宅敷地

内で草刈り作業を行なっていたところ、飛び

石により車両の一部を損傷させたため、相手

方の車両の損害賠償を行うものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会いたします。御苦労さ

までした。

午後 ２時２６分  散 会


